
岐阜城HP

【住所】
【電話】

愛知県犬山市犬山北古券65-2
0568-61-1711（犬山城管理事務所）

いぬやまじょう三英傑
揃い踏み 犬山城1

ぎふじょう何事も
体験あるのみ 岐阜城2

２０１９年１１月登城、２０２４年１１月再登
城。現存１２天守の１つで、日本最古の国
宝天守。前回登城時工事中だったので再
登城（写真①、②）。眼下の木曽川（写真
③）が防御・交通・物流面
に優れており、信長・秀
吉・家康がそれぞれ統治
したことも歴史的に感慨
深い。

【住所】
【電話】

岐阜県岐阜市天主閣18
058-263-4853

【住所】
【電話】

岐阜県大垣市郭町2-52
0584-74-7875

２０１９年１１月登城。こんな山頂によく築城したな～と感心する
ほどの、斎藤道三、そして織田信長が治めた山城（写真④）。城
のすぐ東にある「岐阜城資料館」でトリックアートを楽しむのも今
思えば貴重な体験（写真⑤）。定年退職した後では年齢的に
チョット恥ずかしい…。

2022年9月登城。関ヶ原
合戦で西軍・石田三成の本拠地となったお城。台
風一過の青空でお城も映える（写真⑥）。この後が
大変すぎて。中部国際空港からの最終便が飛ばな
くなり、全国展開のレンタカーに借り直して（写真⑦）１５時に出発。
福岡には早朝６時４５分到着。シャワー浴びてすぐ出勤しました。

きよすじょう

天下取りの出発点

清洲城4

おおがきじょう関ヶ原合戦
西軍の本拠地 大垣城3

【住所】
【電話】

愛知県清須市朝日城屋敷1-1
052-409-7330（清洲城管理事務所）

２０２４年１１月登城。織田信長が那古野城（後の名古
屋城）から移ったお城（写真⑧）。清須同盟【信長・家
康の同盟】や信長亡き後の清須会議といった歴史大
舞台として有名。甲冑着付体験が５００円で行えて、外
国人とのツーショットにもご満悦（写真⑨）。

犬山城HP

大垣城HP

清洲城HP
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番外編

※本ページの掲載内容は訪問当時のものです。 ※「日本100名城」は公益財団法人日本城郭協会が定めた呼称です。

お城巡りが趣味の中野支店長が実際に行った日本全国のお城を紹介

東海編②Vol.12

「日本100名城®」は公益財団
法人 日本城郭協会が2006
年に定めた日本の名城100
選です。現在は「続日本100
名城」も選定されています。

公益財団法人
日本城郭協会HP

Profile 福岡県北九州市出身。1998年
福岡銀行入行。門司支店を皮切りに箱崎、
戸畑、総務広報部、宮崎、柳川支店で勤
務。2017年バンコク駐在員事務所所長。
2018年から大牟田、香椎支店の副支店長
を務めたのち、2022年10月から添田支店
の支店長、2025年10月から現職。趣味で
2019年11月から3年7カ月かけて「日本
100名城」「続日本100名城」掲載の200
城を踏破。公益財団法人 日本城郭協会
から登城認定を受ける。

福岡銀行 野芥支店

中野 実 支店長
なかの みのる

私がご案内
します！

長崎だより

　
令
和
7
年
9
月
14
日
か
ら
11
月
30
日

の
78
日
間
に
か
け
て
、全
国
規
模
の
文
化

の
祭
典「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭

2
0
2
5（
第
40
回
国
民
文
化
祭
、第
25

回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
）」（
以

下
、「
ピ
ー
ス
文
化
祭
」と
言
う
）（
※
1
）

が
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。国
民
文

化
祭
は
本
県
初
開
催
、全
国
障
害
者
芸

術・文
化
祭
に
つ
い
て
は
、平
成
19
年
以
来

2
回
目
の
開
催
と
な
る
。

　
本
稿
で
は
、ピ
ー
ス
文
化
祭
の
開
催
の

意
義
な
ど
と
と
も
に
、開
催
ま
で
の
準

備
、文
化
祭
の
実
施
事
業
内
容
、さ
ら
に

は
文
化
祭
終
了
後
の
文
化
行
政
に
ど
う

繋
げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
述
べて
み
た
い
。

　
な
お
、本
稿
が
掲
載
さ
れ
る「
一
歩
」の

発
行
時
点
で
は
、天
皇
皇
后
両
陛
下
の

御
臨
席
も
賜
り
開
催
さ
れ
る
文
化
祭
最

大
の
事
業「
開
会
式（
※
2
）」は
終
了
し

て
い
る
た
め
、開
会
式
に
つ
い
て
の
説
明
は

割
愛
す
る
が
、開
会
式
の
一
般
観
覧
募

集
に
は
、県
内
外
か
ら
多
く
の
応
募
を
い

た
だ
く
な
ど
、大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
を
申
し
添
え
る
。

な
が
さ
き
ピ
ース
文
化
祭

2
0
2
5
の
開
催
意
義

　
本
県
は
、西
九
州
新
幹
線
開
業
に
伴

う
県
内
各
地
の
活
性
化
、ス
タ
ジ
ア
ム
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど「
ま
ち
」の
佇
ま

い
が
大
き
く
変
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

展
し
、産
業
構
造
に
も
大
き
な
変
化
が

生
ず
る
な
ど
、1
0
0
年
に
一
度
と
も

言
わ
れ
る
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、2
0
2
5
年（
令

和
7
年
）は
被
爆
80
年
、長
崎
県
美
術
館

及
び
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
開
館
20

周
年
、中
華
人
民
共
和
国
駐
長
崎
総
領

事
館
開
設
40
周
年
、長
崎
空
港
開
港
50

周
年
な
ど
、長
崎
県
に
と
っ
て
様
々
な
節

目
の
年
で
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
節
目
の
年
に
、ピ
ー
ス
文

化
祭
を
開
催
す
る
こ
と
は
、文
化
芸
術

の
振
興
は
も
と
よ
り
、平
和
の
大
切
さ
、

国
際
交
流
な
ど
本
県
ら
し
い
文
化
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
、さ
ら
な
る
交
流
拡

大
に
つ
な
が
る
契
機
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
、非
常
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、ピ
ー
ス
文
化
祭
の
開
催
を
通

し
、県
民
が
本
県
文
化
の
価
値
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、地
域
文
化
の
魅
力
向

上
や
文
化
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
に

県
・
市
町
、文
化
団
体
等
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、自
立
し
た
文

化
芸
術
活
動
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

開
催
ま
で
の
準
備

　
こ
れ
ま
で
、本
県
は
国
民
文
化
祭
の
開

要
な
事
項
の
検
討
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

県
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業
と
し

て
、①
開
会
式
、閉
会
式
、②
国
民
文
化

祭
事
業
9
事
業
、③
障
害
者
交
流
事
業

5
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
加
え
、「
県
主
催
事
業
」が
11
事

業
、「
市
町
実
行
委
員
会
主
催
事
業
」が

1
5
0
を
超
え
る
事
業
、「
文
化
団
体
主

催
事
業
」が
50
前
後
の
事
業
予
定
で
あ

り
、全
体
で
は
2
3
0
を
超
え
る
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、前
述
の
企
画
会
議
で
計
画
さ
れ

た
事
業
を
効
果
的
に
実
行
す
る
た
め
、

事
業
ご
と
に
部
会
を
立
ち
上
げ
、日
程
や

会
場
及
び
出
演
者
の
選
定
、実
施
の
方
法

な
ど
、具
体
的
な
検
討・調
整
を
行
っ
た
。

　
令
和
4
年
度
末
か
ら
、企
画
会
議
、

部
会
と
も
に
複
数
回
実
施
し
て
き
た
が
、

具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
で
、各
事

業
の
問
題
点
が
明
確
に
な
り
、そ
の
問

題
点
を
何
度
も
改
善
し
て
事
業
構
築
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、本
番
で
は
そ
の

努
力
が
成
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
信
じ

て
い
る
。

準
備
段
階
に
お
け
る
課
題

　
複
数
年
に
わ
た
っ
て
準
備
を
進
め
て
き

た
な
か
で
、最
も
苦
労
し
た
も
の
の
一
つ

が
、「
国
民
文
化
祭
」及
び「
全
国
障
害
者

芸
術
・
文
化
祭
」の
認
知
度
が
低
い
こ
と

で
あ
っ
た
。国
民
文
化
祭
は「
文
化
の
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」と
も
称
さ
れ
る
が
、国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
比
較
す
る
と
知
名
度

は
低
く
、専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S

で
の
情
報
発
信
、P
R
グ
ッ
ズ
の
配
布
、

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、J
R
駅
等
で
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置
、各
種

事
業
と
連
携
し
た
周
知
活
動
な
ど
多
種

多
様
な
認
知
度
向
上
対
策
を
行
っ
た
も

の
の
、認
知
度
の
向
上
に
は
長
い
時
間
が

か
か
っ
た
。

　
令
和
4
年
10
月
に
実
施
し
た
認
知
度

調
査
で
は
、「
文
化
祭
を
知
っ
て
い
る
」は

20
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
が
、令
和
6
年

12
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は「
文
化
祭
を

知
っ
て
い
る
、聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」が

60
％
弱
と
な
っ
た
。し
か
し
、「
知
っ
て
い
る

け
れ
ど
、何
を
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
」と

い
う
意
見
も
多
く
、県
実
行
委
員
会
主

催
事
業
な
ど
個
々
の
事
業
の
周
知
に
も

力
を
注
い
だ
。

　
な
お
、冒
頭
に
も
記
載
し
た
が
、「
開
会

式
」に
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
御
臨
席
さ

れ
る
こ
と
、ま
た
、さ
だ
ま
さ
し
氏
を
は
じ

め
と
し
た
ピ
ー
ス
文
化
祭
の
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
方
（々
※
3
）に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
い

た
だ
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、現
在
、ピ
ー

ス
文
化
祭
の
知
名
度
は
大
き
く
上
が
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

各
事
業（
プロ
グ
ラム
）の
内
容

　
現
在
、個
々
の
事
業（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
周
知
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
あ
り
、

こ
こ
で
、ピ
ー
ス
文
化
祭
で
11
月
に
開
催

さ
れ
る
お
す
す
め
の
事
業
を
ご
紹
介
し

た
い
。

★
県
実
行
委
員
会
主
催
事
業

◎
読
ん
で
み
ん
ね
！

　長
崎
　ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル（
注
）

日
時 

11
月
23
日（
日・
祝
）14
：
00
〜

場
所 

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

内
容 

全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
決

勝
大
会
を
九
州
で
初
開
催

全
国
ブ
ロッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
バ
ト
ラ
ー（
発
表
者
）が
出
場

ゲ
ス
ト
に
俵
万
智
さ
ん（
歌
人
）、

長
崎
県
出
身
の
金
沢
知
樹
さ
ん（
脚

本
家
）を
迎
え
、ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
る

備
考 

入
場
無
料（
※
事
前
申
込
が
必

　
要（
定
員
5
0
0
名
））

（
注
） 

5
分
間
で
愛
読
書
の
魅
力
を
発
表

し
て
参
加
者
の
投
票
に
よ
っ
て
一
番

読
み
た
く
な
っ
た
本
を
決
め
る
書
評

ゲ
ー
ム

◎「
ナ
ガ
サ
キ
の
未
来
は
君
に
託
す
よ
」  

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
音
楽
）

日
時 

11
月
15
日（
土
）〜
16
日（
日
）

場
所 

Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
か
も
め
広
場

「ながさきピース文化祭2025
（第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭）」

の開催に向けて
長崎県文化観光国際部
ながさきピース文化祭課 課長　小栁 剛志

こ やなぎ つよ　し

Profile

長崎県文化観光国際部
ながさきピース文化祭課 課長

小栁 剛志

備
考 

有
料（
※
詳
し
く
は「
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
H
P
」を
参
照
）

★
市
町
実
行
委
員
会
主
催
事
業

◎
分
野
別
交
流
事
業 

全
23
事
業

日
時 

ピ
ー
ス
文
化
祭
期
間
中

場
所 

県
内
10
市
町（
長
崎
市
8
事
業
、

佐
世
保
市
5
事
業
、島
原
市
1
事

業
、諫
早
市
3
事
業
、大
村
市
1

事
業
、平
戸
市
1
事
業
、対
馬
市

1
事
業
、五
島
市
1
事
業
、雲
仙

市
1 

事
業
、波
佐
見
町
1
事
業
）

内
容 「
文
化
の
全
国
大
会
」と
も
い
わ

れ
る
事
業
で
あ
り
、ピ
ー
ス
文
化
祭

で
は
県
内
各
地
で
23
事
業
を
実
施
。

合
唱
、大
正
琴
、邦
楽
、川
柳
、い
け

ば
な（
※
2
事
業
を
実
施
）、茶
道
、

か
る
た
、健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、太
鼓
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、お
香
、俳
句
、将

棋
、き
も
の
、吟
剣
詩
舞
、現
代
詩
、

人
形
劇
、フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、短

歌
、連
句
、囲
碁
、人
形
浄
瑠
璃

備
考 

入
場
無
料
　
16
事
業

有
料・一
部
有
料
　
7
事
業（
合
唱
、

邦
楽
、お
香
、人
形
劇
、フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
、囲
碁
、人
形
浄
瑠
璃
）

開
催
の
日
時
、場
所
、内
容
等
の
詳

細
は「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭

H
P
」を
参
照

※
10
月
末
ま
で
に
実
施
済
み
の
事

　
業
は
、合
唱
、邦
楽
、茶
道
、太
鼓
、

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、お
香
、俳
句
、将

　
棋
、き
も
の
、人
形
劇
、フ
ラ
ワ
ー

　
デ
ザ
イ
ン
、連
句
、囲
碁
、人
形

　
浄
瑠
璃

今
後
に
向
け
て

　
県
で
は
、ピ
ー
ス
文
化
祭
の
目
標
と
し

て
総
参
加
者
数
1
9
0
万
人
を
掲
げ
て

お
り（
総
参
加
者
数
と
は
、観
客
や
出
演

者
、ス
タ
ッ
フ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
本
県

の
文
化
に
触
れ
た
者
の
総
数（
延
べ
数
）で

あ
る
）、11
月
30
日
の
ピ
ー
ス
文
化
祭
終

了
後
に
は
、総
参
加
者
数
等
の
実
績
の
把

握
、実
績
に
基
づ
く
経
済
波
及
効
果
の

算
出
、ピ
ー
ス
文
化
祭
の
成
果
検
証
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、こ
の
文
化
祭
を
一
過
性
の
イ

ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
ず
、文
化
活
動
を
地

域
の
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）と
し
て
ど
う
根

付
か
せ
て
い
く
か
、と
い
う
こ
と
も
重
要

な
検
討
事
項
で
あ
る
。文
化
祭
を
契
機

と
し
た
新
た
な
文
化
活
動
へ
の
支
援
の
あ

り
方
、文
化
祭
で
実
施
し
た
事
業
の
継

続
の
た
め
の
団
体
間
連
携
の
維
持
な
ど
、

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
も
の
を
今
後
し
っ
か
り
と
精
査
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、ピ
ー
ス
文
化
祭
は
9
月
14
日

に
始
ま
り
、現
在
土
日
祝
日
を
中
心
に
、

11
月
30
日
ま
で
多
く
の
事
業
を
開
催
し

て
い
る
。長
崎
県
民
の
み
な
ら
ず
、県
外
か

ら
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、人
々
の
心
に
残
る
文
化
祭
と
な
る
よ

う
、引
き
続
き
、県
・
市
町
、文
化
団
体
等

と
連
携
し
な
が
ら
大
会
運
営
に
全
力
を

注
い
で
ま
い
り
た
い
。

（
※
1
）「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭 

2
0
2
5
」

と
は
、「
第
40
回
国
民
文
化
祭
」及
び

「
第
25
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化

祭
」の
統
一
愛
称
で
あ
り
、平
成
29
年

度
の
奈
良
県
開
催
時
か
ら
、「
国
民
文

化
祭
」と「
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化

祭
」は
一
体
開
催
と
な
って
い
る
。

（
※
2
）「
開
会
式
」に
つ
い
て
は
、ド
ラ
マ「
半
沢

直
樹
」や
W
e
b
ド
ラ
マ「
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ

－

聖
域

－

」な
ど
多
く
の
ヒ
ッ
ト

作
の
脚
本
を
手
掛
け
た
金
沢
知
樹

氏
が
総
合
演
出
を
担
当
。さ
だ
ま
さ

し
氏
、長
濱
ね
る
氏
、E
X
I
L
E 

T
A
K
A
H
I
R
O
氏
、石
川
綾
子

氏
、長
崎
亭
キ
ヨ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
氏
、水

上
恒
司
氏
、森
保
ま
ど
か
氏
な
ど
本

県
ゆ
か
り
の
著
名
人
が
出
演
。

（
※
3
）ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
：
さ
だ
ま

さ
し
氏（
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
）ア
ン
バ
サ
ダ
ー：
E
X
I
L
E

　
　
　
T
A
K
A
H
I
R
O
氏（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）、浦
川
翔
平
氏（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、

長
濱
ね
る
氏（
俳
優
）、平
戸
祐
介
氏

（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
）、B
U
S
O
N

氏（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）、水
上
恒
司

氏（
俳
優
）
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